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キ
ワ
シ
タ
ン
の
史
跡
と
遺
物

英

雄

イ
グ
ナ
プ

イ

ウ

iこス
よ・
っ口

てヨ
、ラ

ィ：（

2；究

五
五
六
）

て
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

エ
ル
〈

五
O
六
！
五

（
沼
教
〉

ル
タ
i
や
カ
ル
バ
ン
に
始
ま
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
（
新
教
）
が
普
哀
し
て
い
た
が
、
新
た
に
結
成
さ
れ
た
イ
エ
ズ

市

教

カ

ト

ワ

ッ

ク

側

の

体

制

内

改

革

運

動

で

あ

っ

た

。

に

、

ル
l
テ
ル
の

スつ

で
中
め
っ

（
修
行
）
や
呪
文

て
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
飛
び
出
し
て
い

会
は
、
た
と
え

の
よ
う

な
イ
メ

i
ジ
に
近
い
の
で
は
な
い
か
っ
十
六
世
紀
の
呂
本
に
彰
響
を
与
え
た
の
は
授
ら
イ
エ
ズ
ス
会
で
あ
る
。
戒
捧
を

で
も
あ
っ
て
、

て
い
た
。

ザ
ピ
エ
ル
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

の
こ
と

イ
エ
ズ
ス

で
、
キ
リ
ノ
ス

で

会品中

る
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卜
教
は
日
本
各
地
に
広
ま
っ
た
。

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
や
ド
ミ
ニ
コ
会
の
起
源
は
旧
教
・
新
教
分
裂
よ
り
も
前
、
十
三
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
る
が
、
日
本
へ

来
た
の
は
イ
エ
ズ
ス
会
よ
り
も
遅
か
っ
た
。
ド
ミ
ニ
コ
会
は
九
州
か
ら
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
は
東
北
か
ら
布
教
を
広
げ

た。
二
O
O八
年
に
、
ロ

l
マ
法
王
庁
は
長
崎
に
お
い
て
列
福
式
を
お
こ
な
っ
て
、
江
戸
時
代
初
期
に
殉
教
し
た
一
八
八

名
を
福
者
に
追
加
し
た
。
聖
人
に
次
ぐ
栄
誉
で
あ
る
。
そ
の
殉
教
地
は

や

っ

し

ろ

い

き

つ

き

あ

り

ま

八
代
（
一
一
名
）
、
萩
・
山
口
（
二
名
）
、
薩
摩
（
一
名
）
、
生
月
（
三
名
）
、
有
馬
（
八
名
）
、
天
草
（
一
名
）
、
京
都

（
五
二
名
）
、
小
倉
・
大
分
・
熊
本
（
加
賀
山
一
族
一
八
名
）
、
江
戸
（
二
名
）
、
広
島
（
三
名
）
、
雲
仙
（
二
九
名
）
、
米

沢
（
五
三
名
）
、
長
崎
西
坂
（
四
名
）
、
大
坂
（
一
名
）

と
さ
れ
て
い
て
、
全
国
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。

殉
教
地
は
文
献
と
照
合
し
て
の
伝
承
地
で
あ
ろ
う
。
狭
義
の
史
跡
で
は
な
い
が
広
義
の
史
跡
に
あ
た
る
。
今
回
顕
彰

て
ん
し
よ
う
け
ん
お
う

さ
れ
た
殉
教
者
は
天
正
遣
欧
少
年
使
節
の
一
人
だ
っ
た
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
（
長
崎
出
身
）
や
、
日
本
人
と
し
て
初
め
て

エ
ル
サ
レ
ム
を
訪
問
し
江
戸
で
殉
教
し
た
ペ
卜
ロ
岐
部
（
大
分
出
身
）
ら
司
祭
四
人
と
、
信
徒
一
八
四
人
で
あ
る
。
も

ほ

く

さ

ん

は

ら

う

え

す

ぎ

か

げ

か

つ

あ

ま

か

す

）

え

も

ん

っ
と
も
数
が
多
い
の
は
米
沢
北
山
原
で
の
処
刑
者
五
三
名
で
あ
る
（
上
杉
景
勝
臣
甘
糟
右
衛
門
ほ
か
）
。
か
れ
ら
は
奥
羽
の

け
い
ち
ょ
う

各
地
で
拘
束
さ
れ
、
こ
の
刑
場
に
て
処
刑
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
つ
て
奥
州
に
は
天
正
遣
欧
使
節
と
並
ぶ
慶
長
遣
欧
使

は
せ
く
ら
つ
ね
な
か

節
（
支
倉
常
長
ら
）
を
ロ

l
マ
法
王
の
も
と
に
派
遣
し
た
大
名
伊
達
政
宗
も
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
九
州
か
ら
始
ま
っ
て
都
に
至
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
ま
た
た
く
う
ち
に
日
本
列
島
に
く
ま
な
く
広
が
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っ
た
。
現
代
の
日
本
人
の
キ
リ
ス
ト
教
信
者
は
全
人
口
の
一
｜
二
軒
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
代
に
は
い
か
ほ
ど
の

ド
レ
内
山

7ι
山々
。っ
lυ

布
教
を
み
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
イ
エ
ズ
ス
会
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ヤ
｜
ノ
の
「
日
本
巡
察
記
」
に
は
天
草
諸
島
の
信
徒
三

も

う

り

ひ

で

か

ね

く

る

め

万
人
と
あ
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
毛
利
秀
包
の
城
下
久
留
米
で
は
七

0
0
0人
の
信
者
が
い
た
と
い
う
。
一
五
八
一
年

下
（
九
州
）
で
は
一
一
万
五

0
0
0、
都
で
は
二
万
五

0
0
0人
で
あ
っ
た
。
一
五
八
六
年
豊
後
で
は
三
万
人
を
超
え

ふ

か

え

く

ち

の

っ

た
（
各
年
日
本
年
報
）
。
一
六
二
六
年
二
月
二
十
六
日
コ
ウ
ロ
ス
神
父
は
深
江
二

0
0
0人
、
口
之
津
二

0
0
0人
、
島

は
ら
じ
よ
う

原
六

0
0
0人
が
管
区
内
の
信
者
だ
と
報
告
し
て
い
る
。
天
草
島
原
の
乱
で
原
城
に
龍
城
し
た
人
々
は
徳
川
幕
府
の
認

定
し
た
数
字
で
四
万
人
以
上
で
あ
っ
た
。
原
城
寵
城
者
は
鉛
製
の
ク
ル
ス
（
十
字
架
）
を
持
っ
て
お
り
、
「
立
ち
か
え
り

キ
リ
シ
タ
ン
」
（
い
っ
た
ん
棄
教
し
た
が
ふ
た
た
び
キ
リ
シ
タ
ン
に
な
っ
た
信
者
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
数
は
、
合
併
し
た
現
在

の
島
原
市
の
全
人
口
四
万
九

0
0
0人
に
も
匹
敵
す
る
。
お
そ
ら
く
信
者
の
割
合
は
九
州
で
は
今
よ
り
も
多
く
、
教
会

な
ん
は
ん
で
ら

（
南
蛮
寺
）
は
城
下
や
村
の
各
地
に
建
て
ら
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
長
い
弾
圧
の
時
代
が
あ
っ
て
、
痕
跡
は
消
さ
れ
た
。

文
献
史
料
が
語
る
信
者
の
数
に
つ
い
て
は
誇
張
も
あ
ろ
う
か
ら
、
史
料
批
判
が
必
要
だ
と
い
う
意
見
が
多
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
思
い
も
か
け
ぬ
場
所
か
ら
出
土
す
る
遺
物
は
、
歴
史
学
者
の
予
断
を
否
定
す
る
。
ま
さ
し
く
史
跡
の
歴
史
学
で

あ
る
。
以
下
管
見
に
入
っ
た
遺
跡
遺
物
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
が
、
こ
の
数
年
素
材
は
著
し
く
増
加
し
て
い
る
。
出
土

時
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
と
し
て
認
識
さ
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
研
究
の
進
展
に
よ
り
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
と
し
て
再
確

認
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
（
後
述
の
鹿
児
島
城
花
十
字
紋
瓦
）
。
事
例
は
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
増
加
す
る
。
以
下
は
現
時
点
で
の

中
間
報
告
と
な
る
。
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1 

教
会
・
伝
道
所

長
崎
サ
ン
ト
・
ド
ミ
ン
ゴ
教
会
跡

む

ら

や

ま

と

う

あ

ん

き

ょ

う

と

ま

わ

り

長
崎
代
官
村
山
等
安
が
一
六

O
九
年
（
慶
長
十
四
）
に
敷
地
を
寄
進
し
て
、
薩
摩
京
泊
の
サ
ン
ト
・
ド
ミ
ン
ゴ
教
会

す
え
っ
く
へ
い

を
移
設
し
た
。
五
年
後
の
一
六
一
四
年
（
慶
長
十
九
）
、
禁
教
令
に
よ
り
破
壊
さ
れ
、
そ
の
地
は
元
和
五
年
以
降
末
次
平

ぞ
う蔵

の
屋
敷
地
と
な
り
長
崎
代
官
所
が
設
置
さ
れ
た
。

は
な
じ
ゅ
う
じ
か
も
ん
が
わ
ら

教
会
の
遺
構
は
敷
き
詰
め
ら
れ
た
石
畳
と
石
垣
を
持
つ
地
下
室
、
井
戸
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
花
十
字
架
紋
瓦
（
軒

丸
瓦
）
が
八
五
点
出
土
し
た
。
遺
跡
は
学
校
校
舎
の
階
下
に
保
存
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
付
設
の
遺
物
展
示
室
が
あ
り
、

壁
一
面
に
出
土
し
た
花
十
字
紋
瓦
が
七
六
点
、
市
内
の
他
所
か
ら
の
同
瓦
が
一
五
点
飾
ら
れ
て
い
て
、
見
る
も
の
を
圧

倒
す
る
。
同
じ
敷
地
に
建
っ
た
教
会
建
物
の
瓦
で
あ
り
な
が
ら
、
一
点
一
点
の
花
十
字
紋
が
異
な
っ
て
い
る
。
十
字
の

ほ
う
ヒ
ゆ

先
の
花
模
様
は
微
妙
に
長
さ
、
細
さ
が
異
な
る
。
十
字
を
囲
む
宝
珠
（
連
珠
）
の
数
に
も
一
二
、
一
六
、
二

O
の
も
の

み
つ
ど
も
え
も
ん
が
わ
ら

が
あ
り
、
宝
珠
だ
け
で
三
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
る
。
注
文
で
一
度
に
焼
い
た
わ
け
で
は
な
い
ら
し
い
。
三
巴
紋
瓦
と

も
共
伴
し
て
い
て
、
建
物
の
軒
先
が
す
べ
て
花
十
字
紋
瓦
で
葺
か
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
な
ぜ
か
発
掘
報

告
書
で
は
瓦
実
測
図
は
わ
ず
か
三
点
分
し
か
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
展
示
室
に
立
つ
と
新
鮮
な
印
象
を
受
け

る
。
壁
の
下
に
十
字
紋
の
鬼
瓦
（
長
崎
市
内
の
船
駅
遺
跡
よ
り
出
土
）
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。

鬼
瓦
に
も
十
字
を
誇
示
し
、
軒
先
に
は
点
々
と
花
十
字
が
並
ぶ
教
会
。
い
ま
展
示
室
壁
の
前
に
立
っ
て
得
ら
れ
る
感
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図l 長崎サント・ド ミンゴ教会跡出土の花十字架紋瓦

動
の
、
何
十
倍
も
の
感
動
を
信
者
は
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
マ
リ
ア
と
イ
エ

ス
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
鉛
製
メ
ダ
イ
、
ク
ル
ス
も
出
土
し
て
い
る
。
長
崎
市

内
に
は
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
本
部
教
会
の
よ
う
な
病
院
を
伴
う
慈
善
施
設
が

あ
る
。
サ
ン
ラ
ザ
ロ
病
院
は
ラ
ザ
ロ
の
名
を
冠
す
る
か
ら
、
「
ラ
イ
」
（
ハ
ン

セ
ン
氏
病
、
レ
プ
ラ
）
患
者
の
収
容
施
設
で
あ
ろ
う
（
ラ
イ
患
者
収
容
施
設
レ
プ

ロ
サ
リ
ウ
ム
は
ラ
ザ
レ
ッ
卜
と
も
呼
ば
れ
、
乞
食
の
患
者
ラ
ザ
ロ
に
由
来
す
る
）
。

市
内
か
ら
も
メ
ダ
イ
や
聖
遺
物
容
器
が
出
土
し
て
い
て
、
年
々
キ
リ
シ
タ

ン
遺
物
の
数
は
増
加
し
て
い
る
。

久
留
米
両
替
町
教
会

久
留
米
城
主
は
毛
利
秀
包
、
田
中
吉
政
、
有
馬
豊
氏
と
替
わ
る
。
毛
利
秀

お
お
と
も
そ
う
り
ん

包
（
毛
利
元
就
九
子
）
の
夫
人
は
、
大
友
宗
鱗
女
子
マ
セ
ン
シ
ア
で
あ
っ
た

（
「
一
五
八
七
年
日
本
年
報
」
『
久
留
米
市
史
』
七
三
秀
包
も
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
な

り
、
洗
礼
名
を
臼
B
m
O
（
シ
マ
オ
、
な
い
し
シ
マ
ン
・
フ
ィ
ン
ダ
ナ
オ
）
と
い
う
。

ご
六
O
O年
年
報
」
に
よ
れ
ば
、
（
既
設
の
）
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
（
伝
道
所
）
に

神
父
が
派
遣
さ
れ
た
。
つ
や
つ
い

て
神
父
の
た
め
の
住
院
と
聖
堂
を
新
し
く
建

設
し
た
。
フ
ィ
ン
ダ
ナ
オ
（
秀
包
）
が
城
の
近
く
に
建
設
し
た
教
会
堂
の
ほ

か
に
、
町
の
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
が
、
も
う
一
つ
教
会
を
建
て
た
。

キリシタンの史跡と遺物83 



両
替
町
は
久
留
米
城
外
堀
の
外
側
に
な
り
、
町
屋
で
あ
る
。
両
替
町
一
帯
は
の
ち
の
有
馬
時
代
に
南
北
の
短
冊
形
地

割
り
に
変
更
さ
れ
る
が
、
そ
の
下
層
で
、
南
北
地
割
り
で
は
な
く
東
西
方
向
の
細
長
い
大
型
建
物
が
検
出
さ
れ
た
。
有

馬
氏
入
城
以
前
の
建
物
で
あ
る
。
短
冊
形
で
は
な
い
先
行
地
割
り
の
中
に
中
央
に
七
本
、
そ
の
両
側
に
規
格
的
に
な
ら

ぶ
各
一
四
本
（
計
二
八
本
）
の
柱
穴
列
が
検
出
さ
れ
た
。
柱
穴
に
は
複
数
の
柱
痕
跡
が
あ
る
。
同
じ
位
置
に
二
回
柱
が

立
っ
た
。
つ
ま
り
建
物
は
再
建
さ
れ
て
い
る
。
規
模
は
幅
五
灯
、
長
さ
一
五
れ
ほ
ど
で
あ
る
。

こ
の
南
の
池
状
遺
構
か
ら
正
面
に
十
字
架
紋
を
浮
き
彫
り
に
し
た
軒
平
瓦
が
二
点
出
土
し
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
瓦
で
あ

お
も
だ
か

る
。
毛
利
家
家
紋
沢
潟
紋
瓦
も
出
土
し
た
。
フ
ィ
ン
ダ
ナ
オ
の
城
の
近
く
に
あ
っ
た
教
会
か
、
町
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
建

て
た
教
会
か
。
毛
利
家
家
紋
瓦
か
ら
す
れ
ば
前
者
だ
ろ
う
か
。
報
告
書
に
は
そ
の
復
原
建
物
の
写
真
が
あ
る
。
ヴ
ァ
リ

ニ
ャ

l
ノ
指
示
の
建
築
規
則
に
よ
っ
て
機
能
を
重
視
し
た
復
原
で
、
柱
数
・
建
物
の
規
模
は
遺
構
に
忠
実
で
は
な
い
。

肥
前
天
草
郡
上
津
浦
南
蛮
寺

こ

う

つ

う

ら

た

ね

な

お

天
草
衆
で
あ
っ
た
上
津
浦
領
主
種
直
は
一
五
九

O
年
（
天
正
十
八
）
に
入
信
し
、
洗
礼
名
ド
ン
・
ホ
ク
ロ
ン
を
名
の

っ
て
い
た
（
フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
』
）
。
一
六
一
一
年
（
慶
長
十
六
）
、
天
草
に
は
四
つ
の
小
さ
な
天
主
堂
が
あ
っ
た
。
一
六

一
七
年
（
元
和
三
）
上
津
浦
庄
屋
ら
信
徒
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
救
済
を
証
す
証
言
文
書
（
コ
｜
ロ
ス
証
言
文
書
）
を
ロ
！
マ

に
送
っ
た
（
松
田
毅
一
『
近
世
初
期
日
本
関
係
南
蛮
史
料
の
研
究
』
、
「
有
明
町
史
』
に
も
写
真
が
あ
る
）
。
八
代
の
近
く
、
神
津

浦
（
上
津
浦
）
の
敬
度
な
キ
リ
シ
タ
ン
の
存
在
は
『
日
本
切
支
丹
宗
門
史
』
に
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
地
の
正
覚
寺
は
一
六
三
七
年
（
寛
永
十
四
）
に
お
き
た
天
草
島
原
の
乱
の
後
、
こ
の
地
を
統
治
し
た
天
領
代
官

す
ず
き
し
げ
な
り

鈴
木
重
成
が
、
南
蛮
寺
の
建
っ
て
い
た
場
所
に
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
八
五
年
（
昭
和
六
十
）
本
堂
解
体
の
際
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に
そ
の
床
下
か
ら
一
属
平
型
、
自
然
石
型
、
か
ま
ぼ
こ
型
（
二
基
）
の
三
様
式
の
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
、
数
基
が
発
見
さ
れ

た
。
か
ま
ぼ
こ
型
二
基
の
正
面
に
、

I
H
S
の
文
字
と
十
字
架
紋
（
い
わ
ゆ
る
干
十
字
で
左
上
に
加
線
が
あ
る
）
が
刻
ま
れ

て
い
た
。

I
H
S
は
円

2
5
出

0
5
5
2ロ
ω包
〈
巳
O
円
（
イ
エ
ス
は
人
類
救
済
者
）
の
頭
文
字
で
、
イ
エ
ズ
ス
会
章
で
あ
る
。

そ
の
左
右
に
は
人
名
と
没
年
月
が
あ
っ
た
が
、
削
り
取
ら
れ
て
判
読
困
難
と
さ
れ
る
。
『
有
明
町
史
』
は
「
大
つ
口
き

ん
た
」
「
慶
長
口
口
年
」
と
読
み
う
る
可
能
性
を
示
唆
し
、
キ
ン
タ
は
女
性
の
霊
名
で
あ
り
、
大
津
留
キ
ン
タ
で
は
な

い
か
と
す
る
。

佐
賀
城
下
南
蛮
寺

佐
賀
城
下
町
図
・
慶
長
御
積
絵
図
（
佐
賀
県
立
図
書
館
）
に
は
城
下
の
東
北
・
柳
町
に
南
蛮
寺
が
画
か
れ
て
い
る
。
早

く
三
好
不
二
雄
に
よ
っ
て
『
佐
賀
県
史
』
に
紹
介
さ
れ
た
。
肥
前
龍
造
寺
領
、
お
よ
び
そ
れ
を
継
承
し
た
鍋
島
領
に
は
、

り

ゅ

う

ぞ

う

じ

た

か

の

ぶ

あ

り

ま

は

る

の

ぷ

初
期
に
は
イ
エ
ズ
ス
会
が
、
後
に
は
ド
ミ
ニ
コ
会
が
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
龍
造
寺
隆
信
は
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
有
馬
晴
信

と
敵
対
し
た
か
ら
、
「
デ
ウ
ス
の
敵
」
、
「
異
教
徒
の
暴
君
」
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
l
ノ
は
隆

信
へ
の
接
近
を
試
み
て
い
る
し
、
佐
賀
で
歓
待
も
受
け
て
い
る
。
フ
ロ
イ
ス
が
シ
l
ザ
1

（
ジ
ュ
リ
オ
・
セ
ザ
ル
）
以
上

だ
と
評
し
た
の
は
ほ
め
言
葉
で
あ
ろ
う
。
「
佐
賀
侯
」
と
よ
ば
れ
た
人
物
は
受
洗
し
た
。
実
現
は
し
な
か
っ
た
が
隆
信

占

9

こ

の
子
家
信
は
洗
礼
を
希
望
し
て
い
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
教
会
は
須
古
（
鹿
島
市
肥
前
浜
）
、
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
（
伝
道
所
）

ど
う
や
ま

は
不
動
山
（
嬉
野
市
）
に
あ
っ
た
（
一
五
八
一
、
八
三
、
八
四
、
二
ハ
O
七、

O
九
、
一

O
、
二
一
、
日
本
年
報
〔
「
新
異
国
叢

書
』
〕
ほ
か
）
。
ド
ミ
ニ
コ
会
の
教
会
は
浜
（
鹿
島
市
肥
前
浜
）
に
「
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
教
会
お
よ
び
修
道
院
」
、
鹿
島
に

「
聖
ビ
セ
ン
テ
教
会
」
、
佐
賀
に
「
聖
パ
ブ
ロ
教
会
」
が
あ
っ
た
。
よ
っ
て
南
蛮
寺
は
ド
ミ
ニ
コ
会
教
会
と
考
え
ら
れ
る
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日
本
キ
リ
シ
タ
ン
教
会
史
』
）
。
ド
ミ
ニ
コ
会
と
鍋
島
勝
茂
の
交
流
は
『
異
国
日
記
抄
』
付
録
や
鍋
島

文
書
に
残
さ
れ
た
ル
ソ
ン
大
司
教
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
諸
島
長
官
、
イ
ス
パ
ニ
ア
国
王
と
の
外
交
文
書
に
よ
り
明
確
で
あ

る
。
関
係
史
料
が
多
く
、
研
究
も
多
い
。

豊
後
府
内
の
ダ
イ
ウ
ス
堂
と
教
会
墓
地

一
五
五
三
年
に
教
会
が
建
設
さ
れ
、
教
会
墓
地
も
設
け
ら
れ
た
（
フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
』
）
。
教
会
の
位
置
は
「
府
内
古

図
」
に
画
か
れ
た
大
友
館
背
後
西
方
の
「
ダ
イ
ウ
ス
堂
」
の
位
置
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
ダ
イ
ウ
ス
堂
近
接
地
で
教
会

付
属
墓
地
と
さ
れ
る
墓
地
が
検
出
さ
れ
た
。
小
児
の
み
の
墓
域
が
あ
り
、
育
児
院
で
の
病
死
者
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
成

人
墓
で
は
、
伸
展
葬
と
屈
葬
が
混
在
し
て
い
た
。
伸
展
葬
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
屈
葬
は
仏
教
徒
と
考
え
る
ほ
か
は
な
い
。

府
内
（
大
友
）
遺
跡
に
つ
い
て
は
大
部
の
報
告
書
が
続
々
と
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
『
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
考
古
学
』

に
も
坂
本
嘉
弘
・
田
中
裕
介
・
上
野
淳
也
・
後
藤
晃
一
ら
に
よ
る
詳
し
い
考
察
が
あ
る
。
府
内
で
は
ナ
ス
ビ
型
と
か
大

友
型
と
か
い
わ
れ
る
、
特
殊
な
メ
ダ
イ
が
多
数
検
出
さ
れ
て
い
る
。
ナ
ス
ビ
型
メ
ダ
イ
は
大
友
氏
の
勢
力
下
の
博
多
や
、

黒
崎
に
も
若
干
が
出
土
す
る
。
伝
世
品
で
も
平
戸
個
人
蔵
の
も
の
が
あ
る
。

京
都
下
京
教
会
・
南
蛮
寺
跡

一
五
六

O
年
ビ
レ
ラ
が
設
け
、
一
五
七
八
年
オ
ル
ガ
ン
チ
l
ノ
ら
が
完
成
。
建
築
に
は
有
力
信
徒
の
ほ
か
、
織
田
信

長
の
支
援
も
受
け
た
。
「
サ
ン
タ
マ
リ
ア
御
昇
天
寺
」
で
あ
る
。

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
裏
面
に
線
刻
画
の
あ
る
石
硯
が
発
見
さ
れ
た
。
司
教
帽
ミ
ト
ラ
と
牧
杖
を
持
つ
司
教
と
、
ろ

う
そ
く
消
し
を
持
つ
信
者
が
画
か
れ
る
。
五
野
井
隆
史
に
よ
れ
ば
、
上
京
し
た
司
教
で
名
前
の
わ
か
る
二
人
の
う
ち
、

（
『
オ
ル
フ
ア
｜
ネ
ル
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〈
姥
柳
町
）
に
て
セ
ル
ケ
イ
ラ
が
ミ
サ
を
執
り
お
こ
な
っ
た
光
景
だ
と
い
う

（
同
志
社
大
学
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
歴
史
資
料
館
蔵
、
同
ホ
！
ム
ベ
l
ジ
に
写
真
）
。

北
海
道
・
大
千
軒
金
山
布
教
所
（
松
前
町
）

こ
こ
は
遺
跡
と
い
う
よ
り
は
伝
最
地
か
も
し
れ
な
い
が
、
日
本
最
北
端
の
近
世
初
期
キ
リ
シ
タ
ン
遺
跡
で
あ
る
。
北

尚
道
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
活
動
は
日
・
チ
l
ス
ワ
ク
「
北
方
探
検
記
」
〈
聖
心
女
子
大
学
カ
ト
リ
ッ
ク
文
化
研
究
所
、

一
九
六
二
）
に
記
さ
れ
た
ア
ン
ジ
ェ
リ
ス
や
カ
ル
ワ
！
っ
ュ
（
カ
ル
パ
リ
ヨ
）
の
活
動
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ア
ン
ジ
ェ
リ

ス
の
蝦
夷
地
渡
航
は
二
八
一
八
年
で
、
日
本
国
内
で
の
布
教
は
困
難
に
な
っ
て
い
た
が
、
津
軽
か
ら
蝦
夷
地
で
は
ま
だ

あ
っ
た
。

一
六

O
五
年
に
再
建
さ
れ

一
六
二

O
年
に
旅
行
記
を
残
し
た
カ
ル
ワ
l
リ
ュ
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
生
ま
れ
）
は
松
前
か
ら
津
軽
へ
む
渡
航
に
際
し
、
金

て

は

ん

掘
り
と
し
て
の
手
判
（
渡
航
手
形
）
を
受
け
て
い
る
。
四
年
ほ
ど
前
に
蝦
夷
地
で
金
山
が
発
見
さ
れ
、
従
事
の
た
め
渡

海
す
る
人
が
昨
年
は
五
万
人
、
今
年
は
三
万
人
以
上
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
な
か
に
多
数
の
キ
リ
ス
ト
教
信
者
が
い
た
こ

と
が
述
べ
ら
れ
る
。
撮
夷
地
に
渡
る
も
の
は
商
人
か
金
掘
り
で
あ
る
が
、
カ
ル
ワ
i
リ
ュ
は
商
人
ら
し
い
商
品
を
持
た

な
か
っ
た
の
で
、
金
握
り
と
し
て
申
告
し
渡
海
し
た
と
あ
る
。
松
前
の
殿
は
禁
教
の
法
度
を
出
し
て
は
い
る
が
、
こ
こ

は
日
本
で
は
な
い
か
ち
、
と
し
て
彼
ち
の
往
復
を
大
し
て
気
に
し
て
い
な
い
。
カ
ル
ワ

i
リ
ュ
は
松
前
で
信
者
た
ち
の

か

な

や

ま

だ

い

せ

ん

げ

ん

せ

い

ほ

ひ

し

よ

う

告
解
を
慰
問
い
た
の
ち
、
内
陸
に
一
日
路
程
の
距
離
に
あ
る
金
山
（
大
千
軒
金
山
）
に
赴
い
て
告
解
を
開
き
、
聖
母
被
昇

て
ん
さ
い

天
祭
を
お
こ
な
っ
た
。
金
山
に
は
イ
ヱ
ズ
ス
会
の
局
窓
（
伝
道
師
）
で
あ
っ
た
ベ
・
ド
ウ
キ
ュ
ウ
・
ド
ミ
ン
ゴ
ス
と
ガ

イ
フ
ァ
ン
・
ヂ
ィ
オ
ゴ
が
い
た
。
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か
れ
が
記
し
た
よ
う
に
大
千
軒
金
山
の
よ
う
な
鉱
山
で
は
労
働
力
を
必
要
と
し
た
し
、
他
の
労
働
よ
り
も
高
額
な
日

当
が
得
ら
れ
た
か
ら
、
各
地
か
ら
人
が
集
ま
っ
て
き
た
。
都
市
の
よ
う
に
人
口
が
多
く
、
キ
リ
シ
タ
ン
が
布
教
を
目
指

し
た
。
弾
圧
を
恐
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
信
者
が
隠
れ
住
む
こ
と
も
多
か
っ
た
。
い
ま
大
干
軒
岳
の
登
山
口
、
知
内
川
に
沿

か
な
や
ま
ば
ん
し
ょ

っ
た
金
山
番
所
跡
近
く
に
十
字
架
が
立
て
ら
れ
て
い
る
の
は
、
後
に
こ
こ
で
殉
教
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
金
山
は
も

っ
と
頂
上
の
近
く
で
あ
っ
た
。
の
ち
に
ア
ン
ジ
ェ
リ
ス
は
江
戸
で
、
カ
ル
ワ
l
リ
ュ
は
仙
台
で
殉
教
し
た
。

2 

教

会

遺

物

花
十
字
架
紋
瓦

つ
ぎ
に
本
来
は
教
会
に
付
属
し
て
い
た
可
能
性
の
高
い
遺
物
を
紹
介
す
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
長
崎
教
会
で
は
花

十
字
架
紋
瓦
（
軒
丸
瓦
）
が
出
土
し
て
い
た
。
宮
下
雅
史
「
花
十
字
紋
瓦
考
」
（
『
西
海
考
古
』
五
）
に
よ
っ
て
長
崎
の
事

ま

ん

ざ

い

ま

ち

し

ん

べ

つ

か

ん

例
を
み
る
と
、
さ
き
に
紹
介
し
た
サ
ン
卜
・
ド
ミ
ン
ゴ
教
会
遺
構
の
ほ
か
に
、
万
才
町
の
数
地
点
（
①
県
庁
新
別
館
地
点

よ
り
一
点
、
ほ
か
に
メ
ダ
イ
二
点
、
②
町
年
寄
高
島
家
跡
か
ら
二
点
、
ほ
か
メ
ダ
イ
・
十
字
架
、
③
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
跡
よ
り
二

こ

う

ぜ

ん

ま

ち

お

と

な

点
ほ
か
聖
ペ
ド
ロ
の
メ
ダ
イ
一
点
）
、
興
善
町
で
は
新
町
乙
名
八
尾
家
跡
よ
り
二
点
、
ほ
か
錫
製
十
字
架
、
ガ
ラ
ス
製
ロ
ザ

し
ゅ
く
ろ
う

リ
オ
玉
、
宿
老
徳
見
家
跡
か
ら
四
点
、
ほ
か
に
も
栄
町
・
桜
町
・
金
屋
町
の
三
地
点
か
ら
四
点
の
花
十
字
紋
瓦
が
出
土

っ

き

と

き

や

ろ

か

す

ま

ち

し
た
。
こ
の
報
告
の
あ
と
現
在
ま
で
に
さ
ら
に
築
町
・
磨
屋
町
（
聖
遺
骨
箱
も
出
土
）
、
立
山
奉
行
所
（
七
点
）
、
炉
粕
町

（
町
名
は
セ
ン
ト
ル
カ
ス
に
由
来
）
、
そ
し
て
出
島
か
ら
、
花
十
字
紋
瓦
が
出
土
し
た
。
軒
丸
の
花
十
字
紋
瓦
と
組
み
合
わ
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さ
れ
る
軒
平
瓦
は
上
向
き
三
つ
葉
唐
草
紋
と
さ
れ
て
い
る
。

出
島
（
国
指
定
史
跡
出
島
和
蘭
商
館
跡
）
で
は
オ
ラ
ン
ダ
・
カ
ピ
タ
ン
屋
敷
跡
の
二
地
点
か
ら
花
十
字
技
五
三
点
、
乙

名
部
屋
跡
か
ら
花
十
字
紋
瓦
三
点
が
出
土
し
た
。
前
者
は
建
て
替
え
時
の
廃
棄
物
と
い
う
。
後
者
は
土
坑
か
ら
ま
と
ま

っ
て
見
つ
か
っ
た
。
紋
様
は
長
崎
市
中
の
サ
ン
ト
・
ド
ミ
ン
ゴ
教
会
や
興
善
町
宿
老
徳
見
家
跡
出
土
瓦
に
藍
叙
す
る
。

出
島
は
オ
ラ
ン
ダ
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
国
）
む
密
接
に
な
る
前
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
（
カ
ソ
リ
ッ
ク
国
）
の
蕗
詰
で
品
っ
た
。

市
中
と
同
じ
も
の
で
あ
れ
ば
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
時
代
む
遺
物
で
あ
ろ
う
（
「
国
指
定
史
跡
出
島
和
蘭
商
館
跡

他
建
造
物
群
発
掘
調
査
報
告
書
』
長
崎
市
教
育
委
員
会
、
二

O
O八）。

カ
ピ
タ
ン
屋
敷

花
十
字
紋
瓦
は
教
会
遺
物
の
代
表
的
存
在
と
い
え
る
。
し
か
し
す
べ
て
が
教
会
跡
か
ら
出
土
す
る
わ
け
で
も
な
く
、

ま
ち
お
と
な

上
記
の
よ
う
に
町
乙
名
の
よ
う
な
世
話
役
の
家
か
る
も
検
出
さ
れ
る
。
万
才
町
（
長
崎
県
庁
新
剖
舘
の
泣
置
）
か
ら
で
た

花
十
字
紋
瓦
は
、
目
と
鼻
の
先
に
あ
っ
た
婦
の
教
会
（
被
昇
天
の
聖
母
教
会
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
教
会
）
に
あ
っ
た
も
の
で
は
な

い
か
。
信
者
は
教
会
の
建
築
素
材
を
神
聖
視
し
、
…
信
仰
の
対
象
と
し
て
、
破
壊
さ
れ
た
教
会
か
ら
、
運
び
出
す
こ
と
も
あ

っ

た

。

な

っ

た

も

の

は

、

の

あ
っ
た
り

が

ば

ん

つ
ま
り
同
じ
瓦
箔
（
制
作
時
の
型
）
か
ら
作
ら
れ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、

お
お
む
ら

ア
と
立
山
の
両
者
、
あ
る
い
は
万
才
町
と
後
述
す
る
大
村
城
下
の
両
者
が
あ
る
。

大
村
市
乾
馬
場
遺
跡
の
花
十
字
紋
瓦

お
お
む
ら
す
み
た
だ

大
村
純
忠
（
洗
礼
名
ド
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
）
の
居
域
大
村
三
域
城
下
に
は
「
御
や
ど
り
の
教
会
」
が
あ
っ
た
が
、
松

ゼ
ワ
コ
ル
デ
ィ
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浦
・
後
藤
・
西
郷
連
合
軍
に
よ
っ
て
、
一
五
七
二
年
に
焼
か
れ
、
そ
の
後
宝
生
寺
を
宣
教
師
の
住
院
と
日
本
語
を
学
ぶ

語
学
校
に
作
り
替
え
、
大
村
で
も
っ
と
も
大
き
な
教
会
が
同
じ
敷
地
に
建
て
ら
れ
た
。
花
十
字
紋
瓦
は
城
下
乾
馬
場
か

ら
出
土
し
た
。
圏
文
部
分
が
削
ら
れ
て
花
十
字
の
部
分
の
み
が
残
さ
れ
て
い
た
。
信
仰
対
象
と
し
て
、
ど
こ
か
の
破
壊

さ
れ
た
教
会
か
ら
運
び
出
さ
れ
た
。
述
べ
た
よ
う
に
、
大
村
瓦
は
長
崎
万
才
町
か
ら
の
花
十
字
紋
瓦
に
同
じ
箔
で
あ
る

と
確
認
さ
れ
て
い
る
。

大
村
藩
家
老
宇
多
家
跡
の
寛
永
十
六
年
銘
の
あ
る
墓
石
下
か
ら
、
青
銅
製
メ
ダ
リ
オ
ン
（
大
型
メ
ダ
イ
、
府
駅
貯
の
聖

母
）
も
検
出
さ
れ
た
。
ス
ペ
イ
ン
王
カ
ル
ロ
ス
一
世
代
（
一
五
一
六
五
六
）
に
、
マ
ド
リ
ッ
ド
の
王
立
造
幣
局
で
製
造

さ
れ
た
も
の
と
い
う
（
大
村
市
立
史
料
館
蔵
）
。
の
ち
同
型
の
も
の
が
踏
み
絵
に
使
わ
れ
た
（
旧
長
崎
奉
行
所
引
継
資
料
、
東

京
国
立
博
物
館
蔵
）
。

鹿
児
島
城
ニ
の
丸
出
土
の
花
十
字
架
紋
瓦

鹿
児
島
城
（
鶴
丸
城
）
二
の
丸
か
ら
は
花
十
字
架
紋
瓦
が
出
土
し
て
い
る
が
、
点
数
は
わ
ず
か
四
点
で
あ
る
。
量
か

ら
判
断
す
れ
ば
、
軒
先
に
花
十
字
紋
瓦
が
連
続
す
る
（
教
会
）
建
物
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
長
崎
出
土
瓦
に
似
る

形
状
の
も
の
が
あ
る
が
、
細
部
が
異
な
る
よ
う
だ
。

鹿
児
島
で
は
十
字
と
い
え
ば
島
津
氏
の
「
丸
に
十
字
」
の
家
紋
の
印
象
が
強
く
、
ほ
と
ん
ど
先
入
観
に
な
っ
て
い
た
。

発
掘
担
当
者
も
、
島
津
家
紋
の
変
形
と
考
え
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
瓦
と
は
連
想
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
が
キ

リ
シ
タ
ン
瓦
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は
山
崎
信
二
で
あ
る
（
「
近
世
互
の
研
究
』
）
。

い
え
ひ
き

薩
摩
藩
主
家
久
の
義
母
が
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
。
カ
タ
リ
ナ
（
永
俊
尼
）
は
肥
後
宇
土
（
小
西
行
長
領
）
に
い
た
薩
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だ
a

〈
鶴
丸
竣
〉
を

築
い
た
人
物
で
あ
る
。
家
久
の
義
母
で
、
光
久
（
藩
主
）
の
握
母
と
な
る
女
性
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
一
信
仰
を
維
持
し
続
け

た
。
ヱ
ハ
一
一
一
年
の
コ
ロ
ウ
ス
神
父
識
問
機
に
よ
れ
ば
、
神
父
を
迎
え
た
カ
タ
リ
ナ
の
と
こ
ろ
に
娘
（
家
久
夫
人
）
が
や

っ
て
く
る
。
城
内
に
い
た
夫
人
と
カ
タ
ワ
ナ
は
同
震
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
域
内
に
信
者
が
い
た
。
鹿
児
島
域
下
で
、

の

な
り
、
そ
の

っ
た
キ
リ
シ
タ

の

な
っ

っ
て
い
た
キ
リ
シ
タ
ン

れ
る
事
件
が
起
き
る
。
と
う
と
う
カ
タ
リ
ナ
も
種
子
島
に
読
さ
れ
た
む
彼
女
こ
そ
キ
リ
シ
タ
ン
組
織
む
中
心
人
物
だ
っ

い

れ

た

だ

ま

さ

お

ふ

り

た
の
だ
ろ
う
。
カ
タ
リ
ナ
の
前
夫
と
の
子
（
喜
入
患
政
の
妻
）
と
そ
の
女
子
（
於
揚
理
）
、
つ
ま
り
女
性
三
代
が
キ
ワ
シ

タ
ン
で
、
と
も
に
流
さ
れ
た
（
パ
チ
ぷ
コ
・
デ
ィ
エ
ゴ
コ
腿
克
島
の
キ
リ
シ
タ
ン
」
一
九

L江コ：zゴ 3出

国2 鹿児島域（鶴丸域）二の丸出土の花十字架紋

瓦

な
お
山
崎
信
二
は
鶴
丸
域
出
土
の
軒
平
瓦
に
「
大
」
の
字
を
刻
し
た
も
の
が
あ
り
、

馬
・
原
城
か
ら
も
そ
れ
が
出
土
す
る
と
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
関
連
す
る
可
能
性

か

な

や

ま

ち

を
指
擁
し
て
い
る
。
長
崎
市
金
屋
斡
で
は
こ
の
「
大
」
字
瓦
が
大
村
家
の
家
紋
・
瓜

も
っ
こ
入
り
の
瓦
と
と
も
に
出
て
い
る
の
で
、
大
村
家
む
「
大
」
と
考
え
る
入
も
い

る
。
し
か
し
鶴
丸
域
や
照
域
は
大
村
氏
と
は
関
連
が
な
い
。
ヂ
ウ
ス
は
大
日
と
表
記

さ
れ
、
大
日
と
も
さ
れ
た
。
安
土
や
京
都
、
豊
後
府
内
に
は
ダ
イ
ウ
ス
〈
大
白
、
大

字
須
）
と
い
う
地
名
が
残
っ
た
。

の

る

る。
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そ
の
他
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
十
字
紋
瓦

宇
土
城
と
呼
ば
れ
る
城
跡
は
二
つ
あ
る
（
小
西
城
お
よ
び
西
岡
台
）
。
宇
土
高
校

社
会
科
ク
ラ
ブ
に
よ
る
発
掘
で
、
ド
ン
・
ア
ウ
グ
ス
チ
ノ
（
小
西
行
長
）
の
城
跡

あ
い
と
う
じ
じ
よ
う

か
ら
キ
リ
シ
タ
ン
瓦
が
見
つ
け
ら
れ
た
。
愛
藤
寺
城
の
も
の
と
同
じ
く
光
で
が
あ

る
が
、
十
字
は
な
い
。
光
で
の
み
の
キ
リ
シ
タ
ン
瓦
と
し
て
紹
介
す
る
。
『
宇
土

城
（
西
岡
台
）』
I
に
実
測
図
と
写
真
が
あ
る
。
宇
土
市
教
育
委
員
会
蔵
。

一
九
七
一
年

（昭
和
四
十
六
）
、
愛
藤
寺
城
跡
（
熊
本
県
山
都
町
、
旧
上
益
城
郡
矢

部
町
犬
飼
村
）
の
畑
地
か
ら
、
十
字
紋
瓦

（周
辺
を
光
台
と
火
炎
）
が
発
見
さ
れ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
の
聖
旗
を
か
た
ど
っ
て
お
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
で
あ
っ
た
小
西
行
長
時
代
の
城
代
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
結
城

弥
平
次
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
伝
道
所
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
。
十
字
紋
瓦
は
一
部
が
個
人
蔵
、
一
部
が
山
都
町
教
育

委
員
会
蔵
。

筑
前
秋
月
城
（
福
岡
県
朝
倉
市
、
福
岡
県
立
甘
木
歴
史
資
料
館
所
蔵
）
の
十
字
は
太
く
短
く
て
、
他
の
地
域
の
花
十
字
紋

と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ゴ
ル
ゴ
ダ
の
丘
の
表
現
や
イ
エ
ス
礁
の
十
字
の
形
な
ど
、
大
分
県
豊
後
大
野
市
の
「
市
万
田
ク

ル
ス
碑
」
に
意
匠
が
似
る
と
さ
れ
る
（
大
石
一
久
氏
、
お
よ
び
朝
倉
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
）
。

こ
の
よ
う
に
現
段
階
の
九
州
で
は
、
長
崎
と
久
留
米
を
の
ぞ
け
ば
す
べ
て
城
跡
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。
為
政
者
へ
の

信
仰
浸
透
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

南
蛮
鐘
（
キ
リ
シ
タ
ン
ベ
ル
）

図3 秋月城出土の花十字紋五
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つ
ぎ
に
教
会
遺
物
と
し
て
南
蛮
鐘
が
考
え
ら
れ
る
。
は
日
本
で
四
点
が
残
さ
れ
て
い
る
5

構
議
鐘

（
キ
リ
シ
タ
ン
ベ
ル
）
は
教
会
か
付
属
施
設
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
史
跡
か
ら
の
歴
史
を
考
え
る
視
点
か
ち
も
こ
の
遺

物
は
重
要
で
あ
る
。

京
都
妙
心
寺
春
光
院
の
銅
鐘

妙
心
寺
塔
頭
春
光
院
に
伝
わ
る
銅
鐘
（
冨
重
要
文
化
財
）
に
は
十
字
架
と

I
H
S
、

5
コ
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
一
五

七
七
年
す
な
わ
ち
天
正
五
年
、
京
都
の
南
蛮
寺
は
あ
ら
か
た
完
成
に
近
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
鐘
も
京
都
・
南
蛮
寺

に
か
け
ら
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
嘉
永
七
年
（
一
八
五
回
）
こ
ろ
仁
和
寺
か
ら
金
子
の
抵
当
と
し
て
譲
護
さ
れ
た
も

の
で
、
そ
の
折
、
仁
和
寺
が
与
え
た
由
記
の
譲
要
が
、
西
村
貞
『
南
蛮
美
術
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
西
村
氏

も
「
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
」
と
し
て
、
書
か
れ
た
朝
鮮
由
来
に
始
ま
る
経
緯
を
否
定
し
、
京
蔀
天
主
堂
の

遺
鐘
と
み
て
い
る
。

の

大
分
県
竹
田
市
中
川
神
社
蔵
の
鐘

「出
O
印
刷
｝
円
円
以
下
∞
〉
沼
バ
，
M
k
r

の
O

〈
下
段
に
）
山
小
川
N
」
と
い

で
あ
る
。

ωふa

ノ＼

ハ
え
で
あ
り
、

た
か
や
ま
う
こ
ん

の
出
自
で
、
高
山
右
近
と
行
動
を
と
も
に
す
る
こ
と
が
多
く
、
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
。

鐘
は
中
川
神
社
に
伝
来
し
た
。
中
川
神
社
は
一
八
七
二
年
（
明
治
五
）
四
月
、
旧
岡
城
内
の
藩
祖
廟
所
・
荘
議
社
、

心
巌
社
、
宗
鑑
社
を
移
築
し
建
立
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
鐘
は
一
六
一
二
年
に
は
出
C
∞
苫
寸
〉
円
、
出
〉
Z
斗
円
〉
の
C

（
サ
ン
チ
ャ
ゴ
病
院
）
に
あ
っ
て
、
禁
教
令
以
後
に
罵
域
内
に
移
動
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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キリシタ ン洞窟とサンチャゴの鐘

レ
オ
ン
・
パ
ジ
ェ
ス
の

『
日
本
切
支
丹
宗
門
史
』
一

六
一
四
年
（
慶
長
十
九
）
の

条
に
は
サ
ン
チ
ャ
ゴ
病
院
が

「
聖
ヤ
コ
ボ
の
病
院
」
の
名

で
出
て
い
る
（
聖
ヤ
コ
ボ
は

大分県竹田市

サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
ラ
テ
ン
語
山
日
抗

サ
ン
チ
ャ
ゴ
病
院

み）。
（ミ

ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア

〔慈
善

図4

院
）
付
属
病
院
）
と
い
う
名

前
の
病
院
は
前
掲
の
ご
と
く

長
崎
・
酒
屋
町
に
あ
っ
た
。
よ
っ
て
こ
の
鐘
は
そ
の
サ
ン
チ
ャ
ゴ
病
院
に
あ
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
（
長
崎
市
に
は
ミ
ゼ
リ

コ
ル
デ
ィ
ア
〔
怒
善
院
〕
旧
地
に
石
碑
が
あ
る
）
o

同
書
二
ハ
一
一
年
に
病
院
の
詳
し
い
活
動
が
記
さ
れ
る
。
ハ
ン
セ
ン
氏

病
患
者
の
収
容
施
設
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
サ
ン
チ
ャ
ゴ
と
い
う
名
前
は
一
般
的
な
も
の
で
多
く
あ
っ
た
し
、
病
院
も
各

地
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
ら
、
断
定
は
で
き
な
い
。

北
村
清
士
『
大
分
県
の
キ
リ
シ
タ
ン
史
料
』
（
一
九
六
O
）
は
ジ
ヨ
ア
ン
・
パ
プ
チ
ス
タ
・
ボ
ネ
リ
の
一
六
二

0
年
度

「
日
本
年
報
」
（
二
ハ
一
七
年
パ
ジ
ェ
ス
の
記
録
）
に
「
豊
後
で
ぺ
卜
ロ
・
ナ
パ
ロ
・
パ
ウ
ロ
と
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ボ
ル
ド
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ワ
ノ
の
二
人
の
ゼ
ス
ス
会
神
父
が
難
儀
し
な
が
ら
も
久
し
く
潟
窟
に
隠
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
を
出
て
再
び
熱
心
な
布
教

に
従
っ
た
」
と
い
う
記
事
を
紹
介
す
る
。
こ
の
洞
窪
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
志
賀
氏
の
支
配
下
と
あ
る
だ

け
で
、
も
ち
ろ
ん
わ
か
ら
な
い
。
竹
田
・
問
城
下
に
商
村
貞
治
問
議
美
術
い
に
も
紹
介
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
礼
拝
堂
と

よ
ば
れ
る
潟
窟
が
あ
り
、
大
分
県
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
と
年
報
の
混
窟
を
同
じ
と
考
え
る
人
も
多
い
が
、

こ
の
地
方
に
洞
窟
は
多
い
し
、
城
下
の
中
心
な
の
で
、
断
定
は
で
き
な
い
。

中
川
秀
政
が
キ
ワ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
と
す
る
西
村
説
に
は
松
田
毅
一
が
批
判
を
加
え
て
い
る
が
、
中
川
一
族
罵
辺
に

キ
リ
シ
タ
ン
が
多
か
っ
た
と
は
い
え
る
。
北
村
清
士
は
「
古
田
織
部
は
中
川
清
秀
妹
を
妻
と
し
、
古
密
妹
は
吉
岡
山
右
近

に
嫁
し
た
。
茶
人
土
霊
宗
俊
の
妻
は
高
山
右
近
の
壌
で
あ
る
。
そ
の
宗
穫
は
古
田
織
部
の
家
に
寄
食
し
て
い
た
」
と
し

て
古
田
織
部
が
キ
ワ
シ
タ
ン
岳
仰
者
の
罵
辺
に
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
中
川
家
家
老
に
織
部
の
本
家
筋
に
あ
た
る
古

田
一
族
が
い
た
（
爵
蓮
ほ
か
豊
後
に
信
者
が
多
か
っ
た
こ
と
は
マ
リ
オ
・
マ
レ
ガ
『
豊
強
切
支
丹
史
料
』
サ
レ
ジ
オ
会
、

一
九
四

一一」J

中
川
の
紋
所
は
中
川
車
と
も
、
中
川
曹
と
も
い
わ
れ
る
が
、
見
よ
う
に
よ
っ
て
は

I
H
S
の
紋
章
か
と
見
ま
ご
う
も

の
で
、
中
川
ク
ル
ス
と
も
い
わ
れ
る
（
活
田
頼
輔
『
呂
本
紋
章
学
』
一
九
二
五
）
。
中
川
ク
ル
ス
が
十
字
を
示
す
も
の
で
あ

る
の
か
に
つ
い
て
は
、
否
定
す
る
見
解
も
あ
る
（
松
田
毅
一
「
キ
リ
シ
タ
ン
・
史
実
と
英
術
b
。
だ
が
城
内
繭
所
に
キ
リ
シ

タ
ン
ベ
ル
を
置
い
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
不
自
然
に
思
わ
れ
な
か
っ
た
と
は
い
え
る
。
竹
田
市
立
歴
史
資
料
館
寄
託
。

細
川
家
の
家
紋
で
あ
る
九
曜
紙
錨

細
川
家
・
永
青
文
庫
所
蔵
の
細
川
家
家
紋
・
九
濯
紋
を
浮
き
彫
り
に
し
た
銅
鐘
（
キ
リ
シ
タ
ン
ベ
と
が
あ
る
。
細
川

キリシタンの史跡と遺物95 



家
で

で
お
こ
な
っ
て
い
た

日
に
ガ
ラ
シ
ア
夫
人
（
明
智
た
ま
）
の
御
弔
い
〈
年
忌
祭
〉

（
『
呂
本
切
支
丹
宗
門
史
』
）
。
拘
束
さ
れ
て
い
た
信
者
の
恩
赦
も
お
こ
な
わ
れ
た
。
年
欠
七
月
七
百
忠
利
書
状
（
松
井
文

庫
・
松
井
文
書
八
田
i
一
三
ニ
）
で
は
、
夫
細
川
忠
興
が
ガ
ラ
シ
ア
年
忌
祭
は
法
要
と
し
て
禅
寺
に
て
お
こ
な
う
よ
う
に
指

令
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
子
の
忠
利
は
「
心
さ
し
申
度
候
」
「
半
天
連
（
パ
テ
レ
ン
）
に
て
錦
と
む
ら
い
候
ヘ
ハ
、
不

及
串
模
」
と
し
て
い
る
。
や
は
り
子
だ
か
ら
、
母
の
心
を
思
っ
て
、
教
会
で
の
年
怠
祭
を
望
ん
だ
。
忠
興
も
忠
利
も
ロ

ー
マ
字
印
章
を
使
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
。
禁
教
令
の
強
化
（
一
六
二
二
年
、
慶
長
十
八
）
ま
で
は
結
川
家
中
に
は
キ
リ
ス

っ
た
。

ベ
ル
（
鐘
）
は
堀
川
家
が
キ
ワ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
時
代
に
家
紋
の
九
曜
紋
を
入
れ
て
鋳
造
さ
れ
た
。
『
天
草
・
島

原
む
乱
』
（
八
代
市
立
博
物
館
）
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
慶
長
九
年
三
六
O
四
）
頃
小
倉
で
三
口
の
大
撞
が
作
ら
れ
て
お
り
、

一
つ
が
細
川
家
に
、
一
つ
が
下
記
の
森
家
に
伝
わ
っ
た
も
の
に
該
当
す
る
、
と
あ
る
（
出
典
未
詳
）
。

摂
津
山
城
九
曜
絞
南
蛮
鐘

現
在
南
蛮
文
化
詰
に
あ
る
南
蛮
謹
は
津
山
城
天
守
間
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
津
山
城
落
成
時
に
森
忠
政
が
揺
川
忠

興
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
と
い
い
（
「
森
家
先
代
実
録
』
）
、
九
曜
の
紋
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
。
意
匠
は
共
通
だ
が
、
永

背
文
鹿
の
も
の
は
九
曜
の
上
の
池
の
間
が
小
曜
一
つ
半
ほ
ど
の
ス
ペ
ー
ス
し
か
な
い
が
、
南
蜜
文
化
館
の
も
の
は
二
っ

と
半
分
ぐ
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
か
ら
、
細
長
く
見
え
る
。
同
箔
で
は
な
い
が
、
同
じ
意
匠
む
撞
を
全
く
則
的
留
に
鋳

る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
だ
ろ
う
か
ち
、
同
一
工
一
房
、
お
そ
ら
く
は
上
記
小
倉
で
む
制
作
と
考
え
ら
れ
る
。

あ
る
（
…
長
簡
は
細
川
氏
の
出
姓
〉
。
か
っ

伏
見
に
は
、
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か
い
合
っ
て
い
た
。
と
も
に
謹
計
家
康
の
向
島
屋
敷
に
入
り
警
備
に
あ
た
る
、
な
ど
同
一
歩
譲
を
と
り
、
親
交
が
あ
っ

た
。
津
山
城
天
守
最
上
層
の
天
井
に
か
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

そ

の

ほ

こ

九

六

三

、

一

O
O
一
一
機
刊
、
自
家
版
）
に
は
「
S
C
T
S

n
k
」
と
陽
刻
さ
れ
た
鐘
の
写
真
が
語
載
さ
れ
て
い
て
、
西
村
貞
『
甫
蛮
美
術
』
も
紹
介
し
て
い
る
。
バ
チ
カ
ン
図
書
館

が
パ
ト
リ
チ
ウ
ス
教
会
の
撞
で
十
六
世
紀
頃
の
も
の
と
藍
定
し
た
と
あ
る
が
、
パ
ト
リ
チ
ウ
ス
教
会
（
P
A
T
R
）
が

当
時
の
日
本
で
布
教
し
た
と
は
密
か
な
い
。
飛
見
が
所
持
し
て
い
た
現
物
も
現
在
は
所
在
不
明
。

の
キ
リ
シ
タ
ン

P
A
T
 

3 

キ
リ
シ
タ
ン
墓
地
・
木
棺
と
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑

キ
リ
シ
タ
ン
の

れ
た
。

く
-c 

の

詰
）
と
さ
れ
て
い
る
。

フ
ロ
イ
ス
も
「
わ
れ
わ
れ
の
棺
は
組
長
い
。
彼
ら
の
は
円
く
樟
半
分
法
ど
で
あ
る
」
「
わ
れ
わ

れ
の
死
者
は
顔
を
上
向
き
に
す
る
。
彼
ら
の
死
者
は
座
り
、
頭
を
膝
の
聞
に
は
さ
む
」
と
記
述
す
る
（
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文

化
と
日
本
文
化
』
）
。
キ
リ
シ
タ
ン
墓
で
あ
る
の
か
否
か
は
、
持
震
葬
で
あ
る
の
か
否
か
が
、
呂
安
・
指
標
と
な
る
。

墓
の
上
に
置
か
れ
る
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
は
、
古
く
か
ら
多
く
の
数
が
知
ら
れ
て
い
る
。
基
本
的
な
形
態
は
欧
風
の
か

ま
ぼ
こ
型
（
樽
型
、
台
型
）
で
、
伸
展
葬
に
対
応
す
る
。
九
州
は
ほ
と
ん
ど
こ
の
タ
イ
プ
で
あ
る
が
、
長
短
が
あ
る
。

ーコ

（
ク
ル
ス
）
な
い
し
イ
エ
ズ
ス

で
あ
れ
ば

I
H

ー
～
こ

Y
U
J
J
 

か
墨
書
す
る
。

I
N
R
I
す
な
わ
ち
回
一
明
〈
m
Z〉
N
〉月間山
Z
〈
∞
同
開
凶
H

〈
口
〉
開
O
H
N
〈
玄
（
ユ
ダ
ヤ
の
玉
、
ナ
ザ
レ
の
イ
エ 感
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ス、

V
は
U
）
の
頭
文
字
を
刻
し
た
も
の
も
あ
る
。
日
本
年
号
が
書
か
れ
る
こ
と
が
ふ
つ
う
だ
が
、
本
来
な
ら
ば
キ
リ

ス
ト
暦
（
西
暦
）
が
刻
ま
れ
て
、
人
名
も
洗
礼
名
が
書
か
れ
る
。
ロ
ー
マ
字
や
ア
ラ
ビ
ア
（
算
用
）
数
字
が
記
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
。
ロ
ー
マ
字
も
ア
ラ
ビ
ア
数
字
も
当
時
の
日
本
で
日
常
み
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
仏
教
で
い
え
ば
党
字

（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
）
が
果
た
し
た
よ
う
な
宗
教
的
な
効
果
を
ロ
ー
マ
字
の
神
秘
性
が
担
っ
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
に

は
無
銘
の
も
の
も
多
い
。
墨
書
が
風
化
し
消
え
た
の
だ
ろ
う
か
。

上
記
の
条
件
の
う
ち
い
く
つ
か
を
備
え
て
い
れ
ば
キ
リ
シ
タ
ン
墓
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
片
岡
弥
吉
「
キ
リ
シ
タ

ン
墓
碑
の
源
流
と
墓
碑
形
式
」
（
「
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
』
二
ハ
）
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
ロ
ー
マ
周
辺
）
の
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
と
比

較
し
て
指
標
を
的
確
に
示
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
官
一
教
師
の
墓
と
一
般
信
徒
の
墓
で
は
差
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
け
れ
ど
、
指
標
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
に
は
古
く
か
ら
県
や
市
町
村
指
定
の
史
跡
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
（
国
指
定
は
下
記
西
有
家
の

一
点
の
み
）
。
そ
れ
ら
を
含
め
、
多
く
は
出
土
し
た
原
位
置
（
地
下
）
に
そ
の
ま
ま
置
か
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
出

土
後
何
ら
か
の
事
情
で
移
動
し
集
め
ら
れ
た
。

全
体
の
概
要
を
知
り
う
る
著
書
に
『
九
州
の
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
』
が
あ
る
が
、
書
名
の
よ
う
に
全
国
の
事
例
に
は
及

ん
で
い
な
い
。
数
の
多
い
長
崎
に
は
「
長
崎
県
の
文
化
財
』
、
大
分
に
は
『
大
分
県
の
文
化
財
』
、
半
田
康
夫
『
豊
後
キ

リ
シ
タ
ン
遺
跡
』
（
い
ず
み
書
一
房
、
一
九
六
一
）
な
ど
が
あ
る
。
『
復
活
の
島
』
五
島
・
久
賀
島
キ
リ
ス
ト
教
墓
碑
調
査
報

告
書
は
、
近
現
代
ま
で
を
調
査
対
象
と
し
た
全
島
調
査
で
あ
る
。

以
下
で
は
代
表
的
な
墓
地
と
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
お
よ
び
注
目
す
べ
き
特
徴
を
持
つ
遺
品
を
紹
介
し
た
い
。
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江
戸
・
八
重
洲
北
口
遺
跡

と

こ

う

ほ

も

つ

か

ん

ぽ

江
戸
城
外
堀
の
内
側
で
、
常
盤
矯
御
門
の
近
く
に
当
た
る
。
土
坑
墓
六
基
、
木
棺
墓
四
基
。
木
棺
の
一
つ
に
十
字
架

の
墨
書
。
聖
母
鋳
出
メ
ダ
イ
、
ガ
ラ
ス
製
ロ
ザ
リ
オ
、
木
製
ロ
ザ
リ
オ
を
出
土
。
常
盤
橋
御
門
は
東
語
道
や
中
山
道
の

起
点
で
あ
る
日
本
橋
に
近
接
し
て
お
り
、
ふ
つ
う
は
江
戸
域
の
正
門
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
そ
の
脇
の
よ
う
な
高
に
キ
リ

シ
タ
ン
墓
地
が
あ
っ
た
こ
と
は
驚
き
で
あ
る
。

京
都
・
御
土
居
出
土
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
お
よ
び
本
語
（
平
安
京
左
京
九
条
ニ
坊
十
三
町
遺
跡
）

慶
長
十
二
年

（
十
字
〔
ク
ル
ス
〕

の
下

H~ 
Sき

等l
蘇4
3己↓

十
二
月
一
日

お

ど御
土
居
堀
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
に
百
本
語
と
欧
文
（
ロ
ー
マ
字
）
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
民
は
パ
！
ド
レ
の
略
表

記
で
あ
る
（
『
木
簡
研
究
』
）
。

せ
ん

〈

O
を一一一つ）

市
内
川
せ
る

＊ 

一寸

い
は
文
字
が
逆
向
き

〈カ）

（O
を
一
ニ
つ
）
（
ロ
ー
マ
字
数
文
字
）

町一。一・し「

せ
る
そ
様
は
宣
教
師
セ
ル
ソ
・
コ
ン
フ
ァ

i
ロ
ネ
（
の

S
E
o
E
2
r
p
g
一
五
八
六
l
一
六
一
四
在
日
）
と
さ
れ
る
。

裏
の
末
尾
出
巳
は

3
』汁
F
E－
－
』
（
忠
実
な
る
』
）
。
達
筆
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
筆
跡
の
よ
う
だ
。
裏
が
差
出
人
な
る

5
包
さ

（
参
る
）
は
文
意
が
や
や
お
か
し
い
。
逆
向
き
む
う
え
罪
、
筆
に
見
え
る
。
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高
槻
城
跡
キ
リ
シ
タ
ン
墓

図5 御土居出土キリ シタ ン墓碑および木簡

高
山
右
近

（ジ

ュ
ス
ト
）
の
居
城
、
高
槻
城
三

の
丸
跡
で
木
棺
墓
群
が
み
つ
か

っ
て
い
る
。
ひ
と

つ
の
蓋
に
は
十
字
架
が
書
か
れ
て
い
た
。
キ
リ
シ

タ
ン
墓
で
あ
る
。
墓
地
は
北
区
二
ハ
基
、
南
区
一

一
基
か
ら
な
り
、
不
明
を
除
け
ば
全
て
伸
展
葬
、

た
だ
し
仰
臥
と
伏
臥
が
あ

っ
た
。
十
字
架
は
二
支

十
字

（
九
州
の
研
究
者
は

「干
十
字
」
と
い
う
、
十
字

の
上
に
横
線
が
入
る
）
で
、
こ
の
木
棺
に
は
他
よ
り

も
重
厚
な
木
材
が
使
用
し
て
あ
っ
た
。
木
棺
二
基

か
ら
木
製
ロ
ザ
リ
オ
珠
が
み
っ
か
り
、

一
基
で
は

大
珠
二
、
小
珠
九

O
、
右
手
首
周
辺
に
散
乱
し
て

い
て
、
腕
に
巻
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
フ
ロ

イ
ス
『
日
本
史
』
に
よ
れ
ば
、
右
近
の
父
、
高
山

飛
騨
守
が
糠
瞳
師
を
招
い
て
ロ
ザ
リ
オ
を
制
作
さ
せ
て
い
る
。

長
崎
県
南
島
原
市
西
有
家
須
川
・
キ
リ
シ
タ
ン
（
吉
利
支
丹
）
墓
碑
（
国
指
定
史
跡
）

十

（模
十
字
紋
、
背
面
に
も
花
十
字
紋
）
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司
同
月
日

ω〉（
U

ペ開

zoロ
円
（
）
の
・
凶
O
Z
開

αコ
w 

。ouハ
同
日
間
〉
日

］
｛

5
H
C
 

口、。・
H
A山

ρ何
回
（
）
出

O
］

5

御
出
生
以
来
一
六
一

O

慶
長
十
五
年
）

∞〉（リペ何一玄
O
は
作
右
衛
門
、
阿
（
）
Z
開
。
C
M
口
同
区
は
「
生
年
・
御
出
生
以
来
」
、

ρ
巴
の
問
。
は
慶
長
の
ロ
ー
マ
字
表

記
で
、
目
白
は
未
詳
。
大
石
一
久
に
よ
る
拓
本
写
真
が
「
復
活
の
島
』
に
あ
る
。
「
お
」
は
拓
本
に
よ
っ
て
も
か
ろ
う

じ
て
読
め
る
か
ど
う
か
だ
が
、
出
土
時
の
目
撃
者
が
お
と
記
憶
し
て
い
た
と
あ
る
（
「
長
崎
県
の
文
化
財
』
）
。

大
村
市
原
口
郷
出
土
の
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑

（
フ
ィ
リ
作
右
衛
門
デ
ィ
オ
ゴ
生
年
八

ローの・目。

回〉∞叶，
H
k
r
Z
司
円
（
）
回
〈
（
、
パ
ス
チ
ア
ン
兵
部
）

大
村
市
今
富
の
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑

大
村
市
今
富
町
地
堂
。
本
来
は
か
ま
ぼ
こ
型
で
十
字
紋
（
「
干
十
字
」
）
が
あ
っ
た
。
い
ま
は
起
こ
し
て
「
天
正
四
丙

十
一
月
十
一
日
不
染
院
水
心
日
栄
霊
一
瀬
治
部
大
輔
」
と
あ
る
。
一
瀬
栄
正
は
一
五
六
三
年
に
大
村
純
忠
が
重
臣

二
五
名
と
と
も
に
洗
礼
を
受
け
た
と
き
の
一
人
。
一
五
七
六
年
（
天
正
四
）
に
没
し
て
い
る
。
没
後
、
弾
圧
時
代
に
子

か
孫
が
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
そ
の
も
の
を
残
し
つ
つ
も
、
仏
式
墓
碑
に
改
造
し
た
（
『
福
重
の
あ
ゆ
み
』
『
長
崎
県
の
文
化

財』）。
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大
分
集
｛
子

E
町
童
画
る
い
さ
墓
碑

平
型
の
伏
墓
で
、
長
さ
一
八

O
拘
ン
、
幅
八
六
号
、
高
さ
は
輪
部
で
二
七
号
、
両
端
は
二
二
州
ン
と
い
う
巨
大
な
も
の
で

あ
る
。
上
奮
の
円
の
中
に
花
十
字
、
正
面
軸
部
中
央
部
に
「
る
い
さ
」
、
左
右
に
「
元
和
五
年
」
、
「
五
月
廿
二
日
」
と

陰
刻
す
る
。

八

代

八

代

は

小

部

時

代

に

ヂ

ィ

オ

ゴ

な

っ

て

い

る

。

残
さ
れ
て
い
る
。
慶
長
以
降
数
度
の
殉
教
が
あ
っ
て
、
今
次
、
列
福
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
場
所
と
は
別
に
、
八
代
市
文
化
財
報
告
書
二

O
集
と
し
て
『
キ
ワ
シ
タ
ン
寺
院
跡
』
（
八
代
市
教
育
委
員
会
）
が

刊
行
さ
れ
て
い
る
。
『
妙
見
宮
実
紀
』
は
小
西
行
長
が
「
移
神
殿
於
局
邑
石
原
、
以
為
天
主
寺
」
と
記
す
。
地
元
に
は

伝
承
も
あ
っ
た
よ
う
で
石
原
五
反
田
と
さ
れ
て
い
る
（
江
上
敏
勝
『
八
弐
の
史
話
と
缶
説
・
総
集
編
』
一
九
八
三
）
。
開
発
地

が
伝
承
地
の
泣
置
に
近
接
し
た
た
め
調
査
さ
れ
た
が
、
関
係
遺
物
・
遺
講
誌
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。

キ
リ
シ
タ
ン

4 

キ
リ
シ
タ
ン
遺
物

キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
に
は
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
、
メ
ダ
イ
、
十
字
架
な
ど
が
あ
る
。
長
崎
か
ら
出
土
す
る
指
輪
や
ワ
イ
ン
グ

ラ
ス
も
キ
ワ
シ
タ
ン
遺
物
の
可
能
性
が
高
い
。

ブ
ラ
ケ
ッ
ト
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二
O
O八
年
七
月
、
保
伊
東
氏
む
勢
力
下
に
あ
っ
た
日
向
市
塩
見
域
露
中
山
遺
跡
か
ら
土
製
キ
リ
シ
タ
ン
む
鼓
片
二
許

が
見
つ
か
っ
た
。
一
点
辻
ベ

i
ル
を
か
ぶ
っ
た
女
性
（
聖
母
マ
リ
ア
）
の
顔
の
一
部
で
あ
っ
た
。
一
点
は
パ
ラ
と
み
ち

れ
る
葉
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。
戦
国
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
の
十
六
世
紀
後
半
の
も
の
と
み
ち
れ
る
。

上
部
に
ひ
も
を
通
す
穴
が
あ
る
。
援
に
掛
け
て
信
仰
の
対
象
に
し
た
「
プ
ラ
ケ
ッ
ト
い
で
あ
る
（
壁
に
掛
け
て
南
い
る
鋒

り
板
の
大
き
な
も
の
を
「
プ
ラ
i
ク
ヘ
サ
イ
ズ
が
小
さ
な
も
の
を
「
プ
ラ
ケ
ッ
ト
い
と
呼
ぶ
）
。

な
っ
た
拶
東
マ
ン
シ
ョ
の
出
生
地
に
近
く
、

女
子
は
大
友
宗
麟
の
縁
者
と
さ
れ
て
い
る
。
伊
東
氏
領
国
に
は
一
信
者
が
多
か
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

で
あ

（
日
向
盟
主
）

マ
ン
シ
ョ
の

ペ
ン
ダ
ン
ト

大
宰
府
観
世
音
寺
講
堂
罫
の
表
土
よ
り
の
採
集
で
あ
る
か
ら
年
内
法
未
詳
と
な
る
が
、

の
土
製
ペ
ン
ダ
ン
ト
が
出
土
し
て
い
る
（
九
州
歴
史
資
料
館
所
蔵
）
。

マ
リ
ア
を
刻
し
た
ほ
ぼ
完
形

メ

ダ

イ

一
五
六
一
年
ト
！
レ
ス
は
「
博
多
に
教
会
が
あ
る
」
と
書
い
て
い
る
〈
デ
・
ル
カ
・
レ
ン
ゾ
「
博
多
と
キ
リ
シ
タ
ン
」

五
六
二
年
ガ
ゴ
の
書
簡
に
「
博
多
の
コ
ス
メ
と
い
う
キ
リ
シ
タ
ン
商
人
が
三

O
Oク
ル

て
た
い
と
あ
る
。

『
中
世
都
市
博
多
を
掘
る
』
）
。

ザ

の
た
め

リ
シ
タ
ン

れ
た
（
口
l
マ
文
警
官
℃
岳
志
弁
訟
∞
〈
）
。

ン
）
の
城
下
町
で
あ
る
。
伏
見
に
て
逝
去
し
た
如
水
の
葬
儀
は
博
多
色
天
主
堂
で
お
こ
な
わ
れ
た
（
『
日
本
切
支
丹
史
』
）
。

親
子
と
も
に
ロ
ー
マ
字
印
章
（
2
5
2ロ』

0
5・
pgzczω
）
を
使
罵
し
て
い
た
。 （

洗
礼
名
シ
モ
ン
）
、

の

（
ダ
ミ
ア

キ
リ
シ
タ
ン

キリシタンの史跡と遺物103 



ぶ

ん

ご

ふ

長
崎
学
長
一
区
、
有
馬
学
長
区
、
筑
前
博
多
、
豊
後
府
内
が
九
州
の
布
教
墓
地
だ
っ
た
。
そ
の
博
多
の
息
浜
か
ら
鉛
製

メ
、
ダ
イ
（
表
に
キ
リ
ス
ト
、
裏
に
マ
リ
ア
）
、
お
よ
び
メ
ダ
イ
と
十
字
架
む
鋳
室
、
お
よ
び
豊
後
府
内
で
多
く
検
出
さ
れ
る

ナ
ス
ビ
型
メ
ダ
イ
が
み
つ
か
っ
た
。
府
内
と
共
通
す
る
赤
褐
色
ロ
ク
ロ
成
形
土
師
器
が
こ
の
地
域
に
集
中
す
る
こ
と
か

ら
、
簿
多
が
大
友
宗
麟
（
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）
の
影
響
下
に
あ
っ
た
時
期
の
遺
構
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
佐
藤
一
郎
「
博
多

出
土
の
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
」
吋
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
考
古
学
b
。

の

な
り
に
く
い
。

の
遺
跡
に
扱
っ
て
い
な
い

に
は
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
の
検
出
例
は
増
加

キ
リ
シ
タ
ン

し
な
い
だ
ろ
う
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
に
所
在
す
る
黒
崎
城
下
か
ら
は
、
メ
ダ
イ
二
点
（
キ
リ
ス
ト
橡
、
マ
リ
ア
助
隊
・
頭
上
に
星
を
配
す
る

サ
ル
パ
ト
i
ル
・
ム
ン
デ
ィ
！
）
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
大
友
遺
罫
、
静
多
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
遺
物
に
共
通
性

の
あ
る
こ
と
か
ら
、
報
告
書
で
は
大
友
時
代
の
遺
物
の
可
能
性
を
指
講
し
て
い
る
（
筑
前
黒
崎
は
筑
前
黒
田
藩
領
の
東
端

に
あ
り
、
当
初
黒
田
家
は
キ
リ
シ
タ
ン
だ
っ
た
）
。

福
島
票
一
福
島
市
腰
浜
町
で
は
一
九
六
四
・
六
五
年
に
メ
ダ
イ
一

O
点
が
発
見
さ
れ
た
。
発
見
地
ジ
ウ
ガ
屋
敷
は
江
戸

時
代
の
「
非
人
」
村
と
さ
れ
る
。
弾
圧
を
逃
れ
よ
う
と
し
た
信
者
が
、
密
窮
者
を
受
け
入
れ
た
こ
の
村
に
入
っ
て
信
仰

を
持
続
し
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
（
長
島
正
夫
「
福
島
市
腰
浜
出
土
色
メ
ダ
イ
」
「
福
島
考
古
』
二
三
）
。

5 

弾
圧
期
・
潜
伏
変
質
期
の
遺
跡
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最
後
の
抵
抗

で
も
っ

て
い

に
キ
リ
シ
タ
ン
ら

に
キ
リ
シ
タ
ン

が
籍
城
し
た
原
城
跡
（
国
指
定
史
跡
）
で
あ
る
。
一
九
九
二
年
以
来
一
六
年
間
の
で
ク
ル
ス
（
鉛
製
二
九
点
、
銅
製

一
一
占
0

・
聖
遺
物
容
器
二
・
メ
ダ
イ
一
一
出
・
ロ
ザ
リ
オ
の
玉
一
三
・
花
十
字
紋
瓦
四
点
が
出
土
し
て
い
る
。

原
域
が
多
く
の
キ
リ
シ
タ
ン
史
罫
の
中
で
も
際
だ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
寵
城
し
た
人
々
の
遺
骨
が
多
数
出
土
し
た
こ

と
だ
。
ク
ル
ス
は
そ
の
遺
骨
の
近
く
か
ら
発
見
さ
れ
る
。
遺
骨
は
無
数
に
あ
る
も
の
の
、
五
律
が
撮
っ
た
も
の
は
一
つ

も
な
い
か
ら
何
体
分
で
あ
る
の
か
も
わ
か
ら
な
い
。
大
腿
骨
や
控
骨
は
多
く
、
そ
れ
で
人
数
が
推
挺
さ
れ
る
が
、
頭
蓋

骨
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
乱
後
に
無
造
作
に
投
げ
捨
て
ら
れ
、
そ
の
上
に
石
垣
上
端
の
巨
石
が
翠
と
さ
れ
た
。
強
靭
な

接
関
節
靭
帯
の
力
で
足
の
骨
だ
凶
り
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
こ
と
が
少
な
く
土
中
に
置
か
れ
た
が
、
ほ
か
は
分
散
し
た
。

O
六
個
体
に
つ
い
て
は
長
縄
大
学
・
分
部
哲
秋
研
究
室
に
よ
る
分
析
が
あ
り
、
成
人
で
の
男
女
誌
は
ニ
対
一
、
二
六
摺
体

＊ は
少
年
少
女
で
あ
っ
た
つ
〉
Z
吋
再
開
C
T
O
F
O
C
R
〉
下
∞

n
E
z
h閉

山

JElω
・
H
M
印

lω
・

Ng∞i
N
8
3
0

四

O
O年
を
経
て
悲
惨
な
歴
史
的
清
景
が
再
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
情
景
は
発
掘
の
現
場
に
い
あ
わ
せ
た

も
の
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
遺
骨
は
他
の
遺
物
と
同
じ
よ
う
に
現
場
か
ら
は
取
り
上
げ
ら
れ
、
整
理
箱
に

入
れ
ら
れ
て
収
納
さ
れ
て
い
る
。
現
地
は
戦
い
以
前
の
状
態
に
一
突
っ
た
。
た
だ
し
本
丸
正
門
前
の
人
骨
出
土
状
況
に
つ

い
て
は
、
レ
プ
リ
カ
が
作
成
さ
れ
て
、
様
域
文
化
セ
ン
タ
ー
に
鰻
示
さ
れ
て
い
る
の
こ
こ
は
観
光
地
に
は
組
み
込
ま
れ

て
い
な
い
か
ら
、
原
城
を
訪
れ
る
入
も
ほ
と
ん
ど
が
足
を
運
ば
な
い
が
、
必
ず
見
学
す
べ
き
で
あ
る
。

な
お
発
掘
調
査
の
開
始
以
前
、
一
九
五
一
年
に
本
丸
娼
の
地
権
者
が
黄
金
十
字
架
を
発
見
し
た
（
現
在
、
南
蛮
文
化
館

キリシタンの史跡と遺物105 



0 井
ぐう 進

Z堅
モ実

雄
編
＝＝司

原
城
発
掘
b 

0 
0 

服
部
英
雄

千
田
嘉
博

宮「の余 見 き

E五警官接祭主
宣邑かなにあ臣

同ョいつるが
同理りがい 原
＋官官 ω は 、- '}!;;_ 

ど乱八著多 古
島』代作く 龍

原三市はを 城
の O 立多語 し
吉LQ 博いる た
「こコ物。紙 と
三、館史面 い
0 石編跡の う

蔵
丸

人骨の出土状況

ロ
ー
マ
教
皇
が
天
正
遣
欧
使
節

に
渡
し
た
も
の
で
、
有
馬
晴
信
が
所
持

し
、
甲
斐
流
罪
と
な
る
。
そ
の
死
を
経

て
、
ふ
た
た
び
そ
れ
を
持
つ
こ
と
の
で

原城図6

ひ

の

え

じ

よ

う

有
馬
氏
の
も
う
一
つ
の
拠
点
、
日
野
江
城
跡
（
南
島
原
市
、
国
指
定
史
跡
）
で
も
発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
の
発
見
は
な
い
。
し
か
し
高
山
右
近
の
高
槻
城
で
は
城
内
に
教
会
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す

る
と
、
同
様
な
構
成
に
な
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
城
は
東
西
で
構
造
を
異
に
し
、
縄
張
り
か
ら
も
二
分
さ
れ

る
。
直
線
的
な
階
段
（
石
段
）
を
持
つ
東
側
に
、
教
会
が
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
天
正
遣
欧
使
節
は
こ
の
城

内
で
有
馬
晴
信
に
見
送
ら
れ
て
出
発
し
、
帰
国
後
も
こ
の
城
で
報
告
を
し
て
い
る
。
周
辺
に
セ
ミ
ナ
リ
オ
が
あ
っ
た
。

706 アジアの中の戦国日本



弾
圧
鶏
の
信
仰
遺
跡
と
遺
物

近
世
と
い
う
過
酷
な
時
代
を
く
ぐ
り
抜
け
て
キ
ワ
シ
タ
ン
遺
物
が
缶
来
し
た
。
双
壁
は
茨
木
市
千
提
寺
の
民
家
に
隠

し
伝
え
ち
れ
た
ザ
ピ
エ
ル
像
誌
か
と
、
他
ム
口
瀦
・
支
倉
常
長
使
節
関
孫
遺
品
と
で
あ
る
。
前
者
は
い
ま
、
京
都
大
学
、

神
戸
市
立
博
物
館
な
ど
に
保
存
さ
れ
る
。
ザ
ビ
エ
ル
像
は
大
半
の
歴
史
教
科
書
が
掲
載
し
て
い
る
著
名
な
も
の
だ
。

九
九
九
）
に
は
一

な
分
析
が
あ
る
。
後
者
は
侶
他
台
藩
切
支
丹
所
保
管
品
で
あ
り
、
支
倉
常
長
史
料
を
網
羅
す
る
『
大
日
本
史
料
』
十
二

一
編
十
二
に
は
伊
達
家
所
蔵
と
さ
れ
て
い
る
。
長
崎
・
臼
本
二
十
六
聖
人
記
念
館
所
蔵
の
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
」
画

そ

と

め

に

し

そ

の

宰

擾
も
外
海
（
西
彼
杵
半
島
西
岸
）
の
信
者
が
代
々
伝
え
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

の
ふ
も
っ

の

の

は
数
代
後
に
は
島
身
の
宗
教
の
本
貿
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
が
、

神
祈
り
に
は
オ
ラ
シ
ョ
が
濃
撃
に
反
映
さ
れ
、
口
ご
も
り
つ
つ
「
ア
ベ
マ
リ
ア
、
ア
ベ
マ
ワ
ア
」
と
唱
え
ら
れ
る
。
日

常
拝
礼
す
る
納
戸
神
や
辻
の
神
様
に
は
マ
リ
ア
や
イ
エ
ス
の
残
像
が
低
え
ら
れ
た
。

平
戸
昌
、
生
月
島
、
五
島
列
島
、
ま
た
外
海
に
所
在
す
る
港
伏
期
む
信
仰
遺
跡
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
ら

の
う
ち
に
は
遠
藤
題
作
編
『
大
航
海
時
代
の
日
本
・
南
蛮
薄
物
館
』
（
一
九
八
一
）
な
ど
で
早
く
か
ら
知
ら
れ
た
も
の
も

ね

し

あ
る
。
平
一
戸
市
根
掛
子
ウ
シ
ワ
キ
さ
ま
の
森
は
長
ら
く
禁
足
の
森
で
あ
っ
た
り
摂
獅
子
に
寺
を
転
用
し
た
教
会
が
あ
る

こ
と
は
一
五
六
六
年
九
月
十
五
日
付
、
ブ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
の
書
簡
に
み
え
る
。
二

O
O八
年
平
戸
市
教
育
委
員
会
に
よ

っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ

す
で
に
多
く
の

に
よ
っ

キ
リ
シ
タ
ン

従
前
か
ら
も
多
数
の
人
骨
が
出
土
し
て
い
た
。

キリシタンの史跡と遺物

で
は
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一
六
二
二
年
（
元
和
八
）
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
ジ
ョ
ア
ン
・
テ
ン
カ
モ
ト
・
ザ
エ

図7 中江ノ島

モ
ン
（
阪
本
左
衛
門
）
は
ナ
カ
エ
ノ
シ
マ
（
中
江
ノ
島
、
現
平
戸
市
）
で
斬
首
さ
れ

た
（
『
日
本
切
支
丹
宗
門
史
』
）
。
中
江
ノ
島
・
サ
ン
ジ
ュ
ワ
ン
殉
教
地
は
、
現
在

に
至
る
ま
で
霊
地
と
な
っ
た
。
信
者
が
オ
ラ
シ
ョ
を
唱
え
る
そ
の
時
間
帯
だ
け
、

岩
の
聞
か
ら
聖
水
が
流
れ
出
す
。

枯
松
神
社
（
外
海
、
長
崎
市
下
黒
崎
）
で
は
、
参
道
か
ら
外
れ
た
「
祈
り
の

岩
」
に
信
者
が
集
ま
り
、
オ
ラ
シ
ョ
を
唱
え
た
。
明
治
に
な
っ
て
サ
ン
ジ
ワ
ン

（
指
導
者
パ
ス
チ
ャ
ン
の
師
、
サ
ン
ジ
ュ
ワ
ン
）
を
祭
神
と
す
る
神
社
を
建
立
し
た
。

二

O
O八
年
、
「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」
が
ユ
ネ
ス
コ

の
世
界
遺
産
（
巧
。

E
同

g
g
m
o）
暫
定
一
覧
表
に
登
録
さ
れ
た
。
本
登
録
を
目

指
し
て
関
係
遺
跡
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。

参
考
文
献

ア
レ
グ
リ
l
ノ
・
ア
レ
グ
リ
l
ニ
訳
「
佐
賀
の
キ
リ
シ
タ
ン
に
つ
い
て
」
『
新
郷
土
』
六
l
八
、
一
九
八
二
年

大
分
県
教
育
庁
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
編
『
豊
後
府
内
6

中
世
大
友
府
内
町
跡
第
一

O
次
調
査
区
l
ダ
イ
ウ
ス
堂
お
よ
び
祐
向

寺
付
近
の
発
掘
調
査
｜
』
二

O
O七
年

大
阪
府
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
彩
都
』
（
国
際
文
化
公
園
都
市
）
周
辺
地
域
の
歴
史
・
文
化
総
合
調
査
報
告
書
、

九
九
年
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北
品
川
市
醐
脱
却
網
島
藩
と
キ
リ
シ
タ
ン
い
佐
関
新
聞
社
、

九
開
冨
立
博
物
館
『
吉
代
九
州
の
国
宝
』
二

O
O九
年

グ
ラ
ウ
デ
ィ
オ
・
ニ
エ
ト
、
久
富
紀
子
訳
『
ド
ミ
ニ
コ
会
の
愛
と
受
難
！
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
日
本
布
教
史
の
断
面
l
』

『
久
罷
米
城
下
町
両
替
町
遺
跡
』
久
留
米
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
六
集
、
一
九
九
六
年

「
黒
焼
域
跡
』
一
ニ
、
北
九
州
市
教
育
委
員
会
、
二

O
O七
年

ジ
ア
ン
・
ク
ラ
ン
セ
『
日
本
西
教
史
』
洛
陽
堂
、
一
九
二
二
年

杉
谷
昭
「
十
七
世
紀
初
頭
、
肥
前
冨
鋪
島
領
に
お
け
る
ド
ミ
ニ
コ
会
（
正
・
続
）
」
控
室
大
学
教
育
学
部
研
究
論
文
集
三
二
i

l
、
2
、
の
ち
前
者
は
「
肥
前
国
鍋
島
領
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
」
吋
肥
前
史
研
究
』

「
吉
問
機
域
キ
リ
シ
タ
ン
墓
地
高
槻
域
二
マ
ノ
丸
跡
北
郭
地
区
発
掘
調
査
報
告
書
』
高
槻
市
教
育
委
員
会
、
二

0
0
一
年

為
永
一
夫
編
『
大
村
籍
中
山
の
夢
』
活
き
活
き
お
お
む
ら
撞
進
会
議
、
二

O
O九
年

千
汽
缶
区
東
京
駅
八
重
洲
北
口
遺
跡
謁
査
会
編
『
東
京
駅
八
重
洲
北
口
遺
跡
』
二

O
O三
年

官
民
鶴
市
勝
山
町
遺
跡
い
長
崎
市
教
育
委
員
会
、
一
一

O
O一一一年

名
護
霊
域
博
物
館
『
杷
前
名
護
屋
域
と
「
天
下
人
」
秀
吉
の
城
』
所
収
図
按

パ
チ
ェ
コ
・
デ
ィ
ヱ
ゴ
（
結
城
了
怪
）
「
鹿
児
島
の
キ
リ
シ
タ
ン
』
お
よ
び
所
引
の
コ
ロ
ウ
ス
書
簡
、
二
八
一
七
年
二
月
二
十
二

日
（
長
崎
発
）
、
ロ

i
マ
文
書
甘
℃
’
∞
宮
山
∞
・
お
吋

ω∞
、
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
i
ゲ
ス
・
ジ
ラ
ム
書
簡
一
六
一
．
五
年
一
一
一
月
十
八
日

吋
福
者
ア
ロ
ン
ソ
・
デ
・
メ
l
ナ
0
・u
書
簡
報
告
い
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
シ
リ
ー
ズ
二
一
一
一

フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
』
松
田
毅
一
・
川
鰭
桃
太
訳
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
七
1

八
O
年

到
底
的
大
学
文
化
財
研
究
所
・
九
州
考
吉
学
会
・
大
分
県
考
古
学
会
編
『
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
む
考
古
学
』
患
文
額
出
版
、
二

O
O九

位’

九
八
五
年

キリシタンの史跡と遺物709 



（
マ
カ
オ
発
）
〕
告
’
ω
E
8・
ω
主
’
佳
品
〈
一
品
。
。
〈

松
田
毅
一
監
訳
『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
』
同
朋
舎
、

三
好
不
二
雄
監
修
「
郷
土
史
辞
典
佐
賀
県
』
一
九
八
一
年

森
浩
一
編
著
『
姥
柳
町
遺
跡
（
南
蛮
寺
跡
）
調
査
概
報
』
同
志
社
大
学
文
学
部
文
化
学
科
考
古
学
研
究
室
、

若
林
邦
彦
「
硯
に
描
か
れ
た
聖
職
者
た
ち
」

E
G一＼＼
F
B
5
2
E・己
OωFaE・
R
－甘＼宮

B
－＼
ω
2
E
g＼円。
g
E＼号
g－－－
S
1凶
B
7円。
g
E
N
C
8
3
8・
Mg－

一
九
八
七
一
九
九
八
年

一
九
七
三
年
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